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［要約］
　日本古代の王宮は、天皇の居住空間であるとともに国家的な政務・儀礼を行う、政治的
に重要な場である。宮室構造の変化は律令制国家の歴史的な展開過程を反映するものであ
り、王宮の構造とそこで行われた政務・儀礼の復原は、古代王権の政治形態とその制度的
変遷を解明する手がかりとなる。本報告では、東アジアの都城の中でも日本の宮室に特異
な要素の一つとされる朝堂と、そこで行われる政務である朝政のあり方を取り上げた。特
に、二つの朝堂空間が並存する特異な構造ゆえに未解明な部分の多い平城宮の朝堂の機能
に焦点を当てて考察した。
　朝堂とは中国の前漢後期に成立し、官僚会議や儀礼の場として機能していた。日本では
元来、天皇の起居する「大殿」の前にある「庭」が政治の場であり、この庭が中国都城の
影響を受けて「朝堂」として位置付けられた。官人の朝参と朝堂での執務は推古朝頃から
段階的に整備され、大極殿に付属する形としての朝堂は藤原宮において初めて設けられた。
これは律令の制定とそれに伴う官僚制及び国家的儀礼の整備によるものと理解される。
　続いて遷都した平城宮では、朱雀門の北（中央区）と壬生門の北（東区）にそれぞれ朝
堂が設けられた。二つの朝堂の使用形態は、『続日本紀』の記事から大きく①儀礼②朝政
に分けられる。まず①について、奈良時代前半には即位・朝賀・外国使節及び夷狭を交え
て行う律令制的儀礼には中国の宮城を模した荘厳な中央区の〈大極殿一朝堂〉を使用し、
天皇と臣下のみで行われる饗宴等には東区の〈大安殿一朝堂〉空間が使用されていた。恭
仁京遷都等を経て平城に還都した後には、中央区にあった大極殿を東区の内裏南方に移建
したことに伴い、中央区で行われていた外国使節・夷独を招いての儀礼も東区で行われる
ようになる。一方②については、和銅六（七一三）年十一月十六日官宣によって朝堂での
作法が規定されている。中央区大極殿院西楼跡出土の木簡によると、和銅六年段階では中
央区朝堂は未完成であったため、東区朝堂が政務の場として設定されたと考えられる。『令
集解』儀制令文武官条古記によれば天平期には既に官人の朝堂への朝参が儀式化していた
と思われるが、朱説の文言からは朔日の朝参とは別に尋常の朝参が存在したことがわか
り、官人は原則として朝座に就く必要があった。すなわち平城宮においても日常的に朝堂
の座に就く必要があり、実質的な政務の場が内裏や曹司へ移行した後も、朝堂は「受点」（出
欠点呼）の場として機能していたと推測される。
　このように天皇の出御の有無に関わらず朝堂に形式的に出仕することが必要とされた背
景には、律令制以前からの朝参の観念があった。平城宮において実質的な政務処理の場は
朝堂から内裏へと移行するが、朝堂は完全な儀礼空間となったのではなく、朝座上日を得
るための官人の「出仕空間」として機能し続けていた。
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［資料1
はじめに
　日本古代の都城における王宮は、天皇の居処であると同時に日々の政務が行われる国政
の場でもある。王宮の中で政務・儀礼が行われる空間は「朝堂」と呼ばれた。その名称は
中国の宮城に由来するものの、宮城相当部と皇城相当部との間に多くの堂を有する巨大な
朝堂が割って入るという形態は日本の宮室に独特のものであり、遺構によって確認できる
前期難波宮から平安宮まで存続する重要な構成要素である【岩永省三2008】。本報告では
二つの朝堂空間が並存する特異な構造を持つ平城宮の朝堂の、特に政務の場としての機能
に焦点を当てて考察することにより、奈良時代の朝政の特質を解明する一助としたい。
＊朝：臣下が朝に君主にまみえること、朝見。
＊朝堂と朝堂院：「朝堂院」の史料上の初見はr類聚国史』延暦十一（七九二）年十一月甲寅
　　　　　　　　条であり厳密には長岡宮以降の名称であるが、歴史的用語として平城宮
　　　　　　　　以前についても使用される。しかし六国史上「朝堂」と「朝堂院」（大
　　　　　　　　極殿院も含む）とは別概念であり【今泉隆雄1980】、ここでは『続日本紀』
　　　　　　　　の記載に倣い「朝堂」と称す。
＊朝政：広義には国政、狭義には朝庭（朝堂空間）で行われる政務を指す【井上亘1998】。
1　朝堂空間の成立
（1）朝堂の起源
＊中国の宮城における朝堂
・朝政の基礎が整備された前漢後期の宣帝以後に成立した議政空間で、後漢期には①日
常業務、②政令伝達、③儀礼空間の機能を持つ場として整備された【渡辺信一郎1996】。
・階唐期には日常的な政策決定は正殿に移行し、朝堂は議政機能を失う【松本保宣2001】。
史料1『日本書紀』推古十六（六〇八）年八月壬子条
　　召二唐客於朝庭＿、令レ奏二使旨＿。時阿倍鳥臣・物部依網連抱、二人為二客之導者＿也。
　　於是、大唐之国信物置二於庭中＿。時使主斐世清、親持レ書、両度再拝、言二上使旨＿
　　而立之。（中略）時阿倍臣出進、以受二其書＿而進行。大伴嘱連、迎出承レ書、置二於大
　　門前机上＿而奏之。事畢而退焉。是時、皇子諸王諸臣、悉以二金髪花＿著レ頭。亦衣服
　　皆用一錦紫繍織及五色綾羅＿。
史料2『日本書紀』推古十八（六一〇）年十月丁酉条
　　客等拝一朝庭一一。於是、命一秦造河勝・土部連菟＿、為一新羅導者。以一間人連塩蓋・阿
　　閉臣大籠＿、為一任那導者＿。共引以自一南門＿入、立一干庭中＿。時大伴咋連・蘇我豊
　　浦蝦夷臣・坂本糠手臣・阿倍鳥子臣、共自レ位起之、進伏二干庭＿。於是、両国客等各
　　再拝、以奏二使旨＿。乃四大夫、起進啓二於大臣＿。時大臣自レ位起、立二庁前＿而聴焉。
　　既而賜二禄諸客＿。各有レ差。
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史料3r日本書紀』大化三（六四七）年是歳条
　　壊二小郡＿而営レ宮。天皇処二小郡宮＿、而定二礼法＿。其制日、凡有レ位者、要於寅時、
　　南門之外、左右羅列、候二日初出＿、就レ庭再拝、乃侍二干庁＿。若晩参者、不レ得二入侍＿。
　　臨レ到二午時＿、聴レ鍾而罷。其撃レ鍾吏者、垂二赤巾於前＿。其鍾台者、起二於中庭＿。
→日本では天皇の居処の前の「庭」が公的儀式と政治の場であったと考えられ、この庭が
　後に朝堂院に転形した【鬼頭清明1984】。
※古代の庭は神意を聴く　「斎庭」であり、総意を結集する「意思形成」の場【井上亘1998】。
（2）出仕空間としての朝堂の成立
史料4『階書』倭国伝
　　倭王以レ天為レ兄、以レ日為レ弟、天未レ明時、出聴レ政珈跣座、日出便停二理務＿、云レ
　　委二我弟＿、高祖日、此大無二義理＿、於レ是、訓令レ改レ之、
史料5『日本書紀』野明八（六三六）年七月己丑条
　　大派王謂二豊浦大臣＿日、群卿及百寮、朝参已解。自レ今以後、卯始朝之、巳後退之。
　　因以レ鐘為レ節。然大臣不レ従。
→史料1・3・5より、推古・野明・孝徳朝において、有位の官人は毎日朝参し、早朝か
　ら正午頃まで朝堂で執務するのが原則であった【岸俊男1975】。
史料6『日本書紀』天武十二（六八三）年十二月庚午条
　　詔日、諸文武官人及畿内有位人等、四孟月、必朝参。若有二死病＿、不レ得レ集者、当
　　司具記、申一送法官＿。
史料7『日本書紀』持統四（六九〇）年七月甲申条
　　詔日、凡朝堂座上、見二親王＿者如レ常。大臣与レ王、起二立堂前＿。二王以上、下レ座而脆。
→天武・持統朝の宮室・飛鳥浄御原宮にも史料上は朝堂が見られるが遺構上は確認できず
　【林部均2008】、大極殿に付属する形としての朝堂は藤原宮で初めて設けられた。
史料8『続日本紀』文武二（六九八）年八月癸丑条
　　定一朝儀之礼＿。語具一別式＿。
史料9『続日本紀』大宝元（七〇一）年正月庚寅（十六日）条
　　宴二皇親及百寮於朝堂＿。直広弐已上者、特賜二御器膳井衣裳＿。極レ楽而罷。
史料10　養老儀制令・文武官条（大宝令にも存在）
　　凡文武官初位以上、毎一朔日＿朝。各注二当司前月公文＿。五位以上、送一着朝庭案上＿。
　　即大納言進奏。若逢レ雨失レ容、及泥濠、並停。〈弁官取二公文＿。惣納二中務省＿。〉
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◎日本の宮室における朝堂は、官人による王宮への朝参（出仕）の制度的確立を企図して
　推古朝から天武・持統朝にかけて官司制・官僚制の発達とともに段階的に整備され、藤
　原宮において朝政・朝儀を行う場として成立した。
2　平城宮朝堂の機能
（1）平城宮の構造と朝堂空間
平城宮：中枢部に二つの朝堂空間が並立する特異な構造を持つ。
※当初中央区に建設された大極殿は恭仁京遷都の際に恭仁宮に移建→東区の内裏南方に再
　建設される。建替え時期は天平勝宝年間（七四九～七五七年）と推定【小澤毅1996】。
＊朝堂の機能
・即位・朝賀に代表される儀礼空間【関野貞1907】
・本来的には政務空間。政治機構拡充により曹司が分化【岸俊男1975】。
・政務・儀礼空間【今泉隆雄1989】
・五位以上官人の侍候空間【吉川真司2005】
　朝堂における国政案件の処理・上奏は天皇への「仕奉」の一環であり、天皇の居所近く
　に会集し下命を待って侍候するための場というのが朝堂の本質的機能。
（2）前半期（平城遷都～天平十二（七四〇）恭仁遷都）
史料11　和銅六（七一三）年十一月十六日官宣（r三代実録』元慶八年五月二十九日条所引）
　　親王太政大臣出二入朝堂＿者、式部告二知下座之事＿。其左右大臣動レ座、五位以上降二
　　立床下＿、余脆二座下＿。就レ座及出レ門言乞、倶復レ座。
→和銅六年段階では中央区大極殿院・朝堂は未完成のため【渡辺晃宏2003】、東区の朝堂
　を指す。平城宮遷都当初から東区朝堂が政務の場として設定されている。
史料12『続日本紀』霊亀元（七一五）年正月甲申朔条
　　天皇御二大極殿＿受レ朝。皇太子始加二礼服＿拝朝。陸奥・出羽蝦夷井南嶋奄美・夜久・
　　度感・信覚・球美等来朝各貢一方物＿。其儀、朱雀門左右、陣一列鼓吹・騎兵＿。元会之日、
　　用二鉦鼓＿自レ是始　。
史料13『続日本紀』天平四（七三二）年正月乙巳朔条
　　御二大極ua　＿受レ朝。天皇始服二冤服＿。
→礼服・冤服といった中国礼制に基づく律令制的な朝儀には、中央区の朝堂空間を使用。
史料14『続日本紀』神亀元（七二四）年十一月辛巳条
　　宴一五位已上於朝堂＿。因召一内裡＿、賜一御酒井禄＿。
史料15『続日本紀』天平五（七三三）年正月庚子朔条
　　天皇御一中宮＿宴一侍臣＿。自余五位已上者、Ha　一饗於朝堂＿。
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→「中宮」は内裏と東区下層正殿を含む内裏外郭全域を指す【寺崎保広・金子裕之1993】　ため、
　侍臣以外の五位以上官人は東区朝堂に会集。天皇と官人との節日の饗宴は東区で行われる。
史料16『続日本紀』養老元（七一七）年四月甲午条
　　天皇御二西朝＿。大隅・薩摩二国隼人等、奏二風俗歌舞＿。授レ位賜レ禄各有レ差。
史料17『続日本紀』天平二（七三〇）年正月壬辰（七日）条
　　宴二五位已上於中朝＿。賜レ禄有レ差。
◎即位・朝賀や外国使節・夷狭を交えての儀礼には中国の宮城を模した荘厳な造りの中央
　区のく大極殿一朝堂〉を使用し、天皇と官人との君臣間で行われる儀礼及び朝政には東
　区の〈大安殿一朝堂〉空間が使用された。
（3）後半期（平城還都の天平十七年（七四五）～長岡遷都）
史料18『続日本紀』天平二十（七四八）年正月壬申朔条
　　廃レ朝。宴二五位已上於内裏＿。賜レ禄有レ差、其余於二朝堂＿賜レ饗焉。
史料19『続日本紀』天平宝字元（七五七）年四月辛巳条
　　百官詣二朝堂＿。上レ表、以賀二瑞字＿。
史料20『続日本紀』天平宝字二（七五八）年八月庚子朔条
　　高野天皇禅二位於皇太子＿。（中略）是日、百官及僧綱詣二朝堂＿上レ表。
史料21『続日本紀』宝亀三（七七二）年二月癸丑条
　　大納言従二位文室真人大市、上レ表乞二骸骨＿日、（中略）不レ任二前路之至促＿、謹二詣
　　朝堂＿。奉レ表陳レ乞以聞。
・上表は天皇に対して行うものであり、「朝堂」は内裏・大極殿のある東区朝堂。
史料22『続日本紀』天平宝字七（七六三）年正月庚申（十七日）条
　　帝御一閤門＿。饗一五位已上及蕃客・文武百官主典已上於朝堂＿。作一唐吐羅・林邑・東国・
　　隼人等楽＿、奏二内教坊踏歌＿。客主主典已上次レ之。賜下供二奉踏歌＿百官人及高麗蕃
　　客綿上有。差・
史料23『続日本紀』宝亀六（七七五）年十月己卯条
　　屈一僧二百口＿、読一大般若経於内裏及朝堂＿。
史料24『続日本紀』宝亀九（七七八）年正月戊申朔条
　　廃朝。以二皇太子枕席不＿レ安也。是日、宴二次侍従已上於内裏＿。賜レ禄有レ差。自余
　　五位已上者、於二朝堂＿賜レ饗焉。
史料25『続日本紀』延暦二（七八三）年正月乙巳（二十八日）条
　　饗二大隅・薩摩隼人等於朝堂＿。其儀如レ常。天皇御二閤門＿而臨観。詔、進レ階賜レ物
　　各有レ差。
→君臣間の饗宴だけでなく、中央区で行っていた外国使節・夷狭を招いての儀礼も東区で
　行われる。
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○朝政
史料26『令集解』儀制令・文武官条
　　義解　謂朝者朝会也。言尋常之日、唯就二庁座＿。至二於朔日＿、特於レ庭会也。
　　朱説　或云、問、毎二朔日＿朝、未レ知。除二朔日＿外無二朝参日＿哉。答、師云、有二
　　常朝参＿。但為レ示二朔日儀式＿別立参顕耳。
史料27『延喜式』太政官
　　凡百官庶政皆於一朝堂＿行之。但三月十月旬日著之。正月二月十一月十二月並在一曹司＿
　　行之。
史料28『延喜式』式部上
　　凡諸司皆先上二朝座＿、後就二曹司＿。不レ得下経二過他処＿以關中所職上。若無レ故空座
　　及五位以上頻不参経二三日以上＿者、並省推科附レ考。其節会雨泥日及正月・二月・
　　十一月・十二月、並停＿朝座＿。但三月・十月旬日著之。
　「朔日儀弍」とは別に「常朝参」があり、官人は日常的に朝座に就くのが原則【岸1975】。
○実質的な政務の場
史料29『続日本紀』宝亀元（七七〇）年七月癸未条
　　太政官奏、奉一去六月一日勅＿、前後逆党縁坐人等、所司量一其軽重＿奏聞者。臣曹司
　　且勘、天平勝宝九歳逆党橘奈良麻呂等井縁坐惣四百四十三人。数内二百六十二人罪軽
　　応レ免。具注二名簿＿、伏聴二天裁＿。奉レ勅依レ奏。但名簿錐レ編二本貫＿、正身不レ得レ
　　入レ京。　…曹司が実務空間として機能していることが窺える【橋本義則1986】。
史料30『続日本紀』宝亀八（七七七）年四月甲午条
　　雨氷。震一太政官・内裏之庁＿。
史料31『類聚符宣抄』延暦十一年十月二十七日宣旨
　　五位已上上日事
　　右、右大臣宣、太政官所レ送五位已上上日、自レ今以後、宜レ通二計内裏上日＿。勿三
　　独点一朝座上日＿而已。
　　延暦十一年十月二十七日
→八世紀初期の段階から実質的な政務処理は曹司で、聴政は内裏で行われており、平城宮
　段階から「内裏上日」（内裏への出仕日数）が上日としてかぞえられている。
史料32『続日本紀』宝亀五（七七四）年四月己卯条
　　勅日、如聞、天下諸国、疾疫者衆。錐レ加二医ts　＿、猶未二平復．．。朕、君二臨宇宙＿、
　　子二育黎元＿。興言念レ此、籍條為レ労。其摩詞般若波羅蜜者、諸佛之母也。天子念レ之、
　　則兵革災害不レ入二国中＿。庶人念レ之、則疾疫癌鬼不レ入二家内＿。思下欲慧二此慈悲＿、
　　救中彼短折上。宜下告二天下諸国＿、不レ論二男女老少＿、起坐行歩。成令上レ念二諦摩詞
　　般若波羅蜜＿。其文武百官、向レ朝赴レ曹。道次之上、及公務之余、常必念諦。庶使下
　　陰陽叶レ序、寒温調レ気、国無二疾疫之災＿、人遂中天年之寿上。普告二遽漣＿、知二朕意＿焉。
史料33『令集解』儀制令・文武官条
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　　朱説　問、朔日若当一日蝕国忌等＿者何。又武官如一文官＿、常就一上位＿哉。答、朔日
　　若日蝕国忌者。准二逢レ雨及泥療之日＿入二中務＿耳。又武官依レ文朔日朝参。但毎日居二
　　上位＿者、不レ見二正文＿。
史料34r延喜式』式部上
　　凡諸司五位已上、朝堂無レ座者、皆毎二朔日＿就レ省受レ点。〈散五位已上亦准レ此。〉其
　　停朝座月、有座無座皆就二曹司＿受レ点。但太政官不レ在二此限＿。勘解由使亦同。〈毎レ
　　旬一遣二史生＿検二其直不＿。若不レ在者随除二当日＿。〉
・朝堂に朝座を持つ官人は朔日以外も「位」＝朝堂の座に「上」ることが原則。朝堂は「受
　点」（出欠点呼）の場。
◎朝堂は上日を得るための官人の「出仕空間」として機能。
おわりに
　平城宮では、当初東区に掘立柱による十二堂の伝統的朝政空間としての〈大安殿一朝堂〉
を、中央区に礎石建ちによる四堂の律令制的儀礼空間としての〈大極殿一朝堂〉を建設し
たが、平城還都後は大極殿を東区に移建して政務空間・儀礼空間が一元化された。その背
景には実質的な政務処理の場の内裏への移行があり、その結果朝堂の政務空間としての機
能が低下したとされるが【渡辺晃宏2006】、律令官人の勤務の基本はまず朝堂に出仕する
ことであり、朝堂は「朝座上日」を得るための出仕空間として機能していたと考えられる。
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